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 「春は選抜（野球）から」と言われる第 76 回の

選抜高校野球大会は，4月 4 日，甲子園初出場の済
美高校が伝統校の愛工大明電高校を接戦の末 6：5
で下し，初優勝するという劇的な幕切れとなった。 

 

 甲子園に春夏の大会を通じて初出場のチームが優
勝したと聞くと，なかには「まぐれ勝ちによるまぐ

れ優勝」という印象をもつ人がいるかもしれない。
たしかに，野球であれサッカーであれ，試合には“運”
とか“ツキ”と呼ばれるものを感じさせる場面がい

くつもある。 
 しかし，実力の差が明白である鍛えの足りないチ
ームに“運”は味方しない。“運”はふだんの地道

な練習による鍛えに対する「勝利の女神」からのご
褒美というように意味づけをしておくと理解しやす
い。 

今回の大会で，そのことを実感させたのが，済美
高校と東北高校の一戦（準々決勝）であった。試合
は，済美が逆転サヨナラホームランによって 4点差

を覆して勝利した。おそらく，今大会のなかでも最
もドラマチックな試合であったと思われる。 
 野球のチームで勝ち残る場合にも，いわゆる攻め

（打撃）のチームと守り（投手力と守備力）のチー
ムがある。 
済美の場合は，攻めのチームである。戦績を見て

も，1回戦（対土浦湖北）9：0，2回戦（対東邦）1：
0，準々決勝（対東北）7：6，準決勝（対明徳義塾）
7：6，決勝（対愛工大明電）6：5であり，2回戦を

除く 4試合は，鍛えられた打撃力が開花しての勝利
であった。 
済美高校は，まだ創部 3年目という初々しいチー

ムであるが，このチームを指導する上甲監督は，高

校野球界では知られた存在であり，この監督は，一

球の大切さ，キャッチボール，打撃練習で一球をお
ろそかにしない精神をふだんの練習で選手にたたき
込んだという。 

 筆者も，選手，監督，部長，大学野球組織の役員
（北信越大学準硬式野球連盟会長，全日本大学準硬
式野球連盟評議員）と，長らく野球に関わりをもっ

てきたが，「伸びるチーム」を育てるには，ふだん
の練習において「一球をおろそかにしない」をいか
に徹底できるかが大きな鍵となる。 

 
これは野球だけに通用することではなく，児童・
生徒の学習活動にも通用する。小学校の学級担任，

中・高等学校の学級担任，教科担任は，野球チーム
の監督に喩えることができる。 
 「一球（毎時間の学習）をおろそかにしない」こ

との大切さを，児童・生徒の「自発的精神」（教育
基本法第 2条）に支えられた実践とすることができ
るか。そして，日々の学習活動のなかに，それぞれ

の児童・生徒がより効果的な学習（練習）を考え，
工夫を重ねることの楽しさと充実感を見出すことが
できるように，個々の児童・生徒の学力，知的関心

の実態，学習のスタイルなどに配慮しながら適切な
指導・助言をしていくことができるか，が監督とし
ての基本的な課題である。 

そして，校長・教頭は，そのような基本的な課題
に全教職員が自覚的に挑戦できるように，教職員を
激励し，校内研修の充実を図る等に腐心していただ

きたい。 

（わかい・やいち＝上越教育大学教授） 
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